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⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合
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 事業概要 

極超音速旅客機の実現を目指した研究開発の第 1 段階, 極超音速統合制御実験(HIMICO) が JAXA 
と大学により進められている. 本計画の実験機に搭載するラムジェットエンジンでは, 気体水素燃料
の自己着火による燃焼の開始を目指している. しかし, 2017 年以降の燃焼試験では自己着火に成功し
ておらず, 実験回数の制約および燃焼実験設備の制約による実験データの不足や飛行条件と実験条件
の相違といった課題がある. そこで, 実験データの補間や着火・保炎等の燃焼現象の把握のために数値
解析を行う. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

格子点数 1000万点以上の実機スケールで詳細化学反応を考慮したLESを行うと, 計算コストが高く
なる. 並列処理が可能な JAXA スーパーコンピュータを用いることで, 現実的な時間での解析が可能
になった. 

 

 今年度の成果 

燃焼器内に気体水素燃料を噴射するインジェクタに注目して, インジェクタ壁面温度の違いが着火
に与える影響について調査した. HIMICO 用ラムジェットエンジン燃焼器を対象として, インジェク
タ壁面の温度境界条件を断熱壁と等温壁(300K, 500K)の 3条件で LESを行った. ソルバには, JAXAの
高速流体解析ソルバ FaSTARを基にして, 化学種の輸送方程式およびArrehenius型反応モデルを実装
して当研究室で開発された反応性流体解析ソルバを用いた. 解析の結果, 燃焼器内非定常温度分布か
ら, インジェクタ外壁温度が低いほど着火に時間がかかり, 断熱壁の場合と比べて等温壁 300 K では
31 %着火が遅れることが判明した. 

 

ラムジェットエンジンの燃焼数値解析手法の技術習得 
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図 用ラムジェットエンジン全体図

図 インジェクタ概要図

図 温度分布の時間変化

成果の公表

なし
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利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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